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紀美野町の新しい町議会議員決まる
任期満了にともなう紀美野町議会議員一般選挙は、４月16日に告示され、21日の選挙により新しい町議会

議員12人が決まりました。開票は、紀美野町中央公民館大ホールで20時15分から始まり、22時に開票作業が
終了し、12議席が決まりました。なお、当日有権者総数は、７，９７３人、投票者数は、５，６３８人、投
票率は70.71％でした。

議席順（敬称略）　年齢、職業は４月16日現在、党派は選挙管理委員会の告示によります。

　 上柏　睆亮（79）
（毛原中）

無所属現・農業

　 北道　勝彦（73）
（吉野）

無所属現・無職

　 桐山　尚己（54）
（四郷）

無所属新・無職

　 七良浴　光（69）
（東野）

無所属現・会社員

　 向井中　洋二（57）
（毛原宮）

無所属現・自営業

　 葊瀨　隆一（59）
（奥佐々）

公明党新・無職

　 田代　哲郎（77）
（動木）

日本共産党現・無職

　 藤井　基彰（63）
（吉野）

無所属新・縫製業

　 西口　優（69）
（小畑）

無所属現・無職

１２３４

８

　 美濃　良和（68）
（三尾川）

日本共産党現・農業

11 　 美野　勝男（79）
（毛原下）

無所属現・農林業

10　 伊都　堅仁（70）
（小畑）

無所属現・縫製業

12 ９

７ ６ ５
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５
月
14
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
回
紀
美
野

町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
議
長
・
副
議
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
伊
都 

堅
仁
氏
、

副
議
長
に
七
良
浴 

光
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
や
議
会
運
営
委
員

会
委
員
の
選
任
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
等
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
議
長
・
副
議
長
】 

議　
　

長　

伊
都　

堅
仁

副
議
長　

七
良
浴　

光

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】（
６
人
）

委
員
長　

美
野　

勝
男

副
委
員
長　

藤
井　

基
彰

委　
　

員　

桐
山　

尚
己

　
　
　
　
　

西
口　

優

　
　
　
　
　

美
濃　

良
和

　
　
　
　
　

伊
都　

堅
仁

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】（
６
人
）

委
員
長　

向
井
中　

洋
二

副
委
員
長　

北
道　

勝
彦

委　
　

員　

葊
瀨　

隆
一

　
　
　
　
　

上
柏　

睆
亮

　
　
　
　
　

七
良
浴　

光

　
　
　
　
　

田
代　

哲
郎 

【
議
会
運
営
委
員
会
】（
６
人
） 

委
員
長　

上
柏　

睆
亮

副
委
員
長　

美
濃　

良
和

委　
　

員　

桐
山　

尚
己

　
　
　
　
　

葊
瀨　

隆
一

　
　
　
　
　

向
井
中　

洋
二

　
　
　
　
　

美
野　

勝
男 

【
国
民
健
康
保
険

　

野
上
厚
生
病
院
組
合
議
会
議
員
】（
７
人
） 

葊
瀨　

隆
一　
　

藤
井　

基
彰

上
柏　

睆
亮　
　

田
代　

哲
郎

西
口　

優　
　
　

北
道　

勝
彦

美
野　

勝
男 

【
海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設

　
　
　
　
　

事
務
組
合
議
会
議
員
】（
４
人
） 

桐
山　

尚
己　
　

田
代　

哲
郎

西
口　

優　
　
　

北
道　

勝
彦 

【
海
南
海
草
環
境
衛
生

　
　
　
　
　

施
設
組
合
議
会
議
員
】（
３
人
）

桐
山　

尚
己　
　

北
道　

勝
彦　

向
井
中　

洋
二 

【
五
色
台
広
域
施
設
組
合
議
会
議
員
】（
６
人
）  　 

藤
井　

基
彰　
　

上
柏　

睆
亮　

七
良
浴　

光　
　

向
井
中　

洋
二　

美
野　

勝
男　
　

美
濃　

良
和

【
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　

広
域
連
合
議
会
議
員
】（
１
人
） 　
　

美
野　

勝
男

【
紀
の
海
広
域
施
設
組
合
議
会
議
員
】（
３
人
）

葊
瀨　

隆
一　
　

七
良
浴　

光

美
濃　

良
和

【
監
査
委
員
】（
１
人
） 

美
濃　

良
和

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る

　
　
　

議　

長
に
伊
都 

堅
仁
氏

　
　
　

副
議
長
に
七
良
浴 

光
氏

マ
イ
広
報
紙
は
、
自
治
体
等
が
発
行
す
る

広
報
紙
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
無
料
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
掲
載
記
事
が
『
く
ら

し
』、『
子
育
て
』、『
健
康
』
な
ど
に
ジ
ャ

ン
ル
分
け
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

各
々
が
必
要
な
情
報
を
検
索
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
マ
イ
広
報
紙
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://m

ykoho.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
読
み
た
い
広
報
紙
や
記
事
を
自
由
に
設
定

事
前
に
ユ
ー
ザ
登
録
し
て
お
く
と
、
読
み

た
い
広
報
紙
（
自
治
体
）
や
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
記
事
を
マ
イ
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
自
分
の

Tw
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
に
も
プ
ッ
シ
ュ
配

信
さ
れ
ま
す
。

●
友
達
と
内
容
を
共
有

面
白
い
記
事
や
気
に
な
っ
た
記
事
を
ツ

イ
ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
各
地
の
広
報
紙
を
ま
と
め
て
チ
ェ
ッ
ク

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
広
報
紙
だ
け

で
な
く
、
他
の
地
域
の
広
報
紙
を
ま
と
め

て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
無

料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
を
使
っ
て
広
報
き

み
の
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
時
の
通
信
料
等
は
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
「
マ
チ
イ
ロ
」
の
主
な
機
能

・
ペ
ー
ジ
め
く
り
、
拡
大
縮
小
な
ど
も
簡

単
に
で
き
ま
す
。

・
最
新
号
が
発
行
さ
れ
る
と
、
ア
プ
リ
に

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

●
「
マ
チ
イ
ロ
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら

「
マ
チ
イ
ロ
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

m
achiiro.tow

n/

）
に
ア
ク
セ
ス
し
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、 

ア
プ
リ

の
ス
ト
ア
に
て
「
マ
チ
イ
ロ
」
と
検
索
し

て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

広
報
紙
を
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
手
軽
に
！

広
報
き
み
の
を
マ
イ
広
報
紙
に
て

掲
載
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

広
報
き
み
の
を
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」

で
も
配
信
し
て
い
ま
す
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５
月
18
日
に
京
都
府
で
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
た
紀
美
野
町
産
生
山
椒
の
店
頭
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
が
旬
の

山
椒
の
消
費
拡
大
・
販
売
促
進
と
町
の
情
報

発
信
の
一
環
と
し
て
、
町
及
び
Ｊ
Ａ
な
が
み

ね
等
が
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
第
12
回
目

と
な
り
ま
す
。

店
頭
販
売
の
前
に
、
京
印 

京
都
南
部
青

果
株
式
会
社
に
立
ち
寄
り
、
町
産
の
山
椒
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
現
在
の
市
場

の
状
況
等
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
城
陽
市
の
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
（
久

津
川
店
）
で
、
生
山
椒
の
店
頭
販
売
と
Ｐ
Ｒ

を
寺
本
町
長
と
き
み
ち
ょ
ん
が
中
心
と
な
り

行
い
ま
し
た
。

京
都
で
は
、
生
山
椒
を
「
ち
り
め
ん
山

椒
」
な
ど
の
郷
土
料
理
に
使
用
す
る
こ
と
が

多
く
、
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
お
客

様
が
、
１
０
０
ｇ
の
パ
ッ
ク
入
り
と
５
０
０

ｇ
の
箱
入
り
の
旬
の
生
山
椒
を
次
々
と
買
い

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

撮
影
し
て
工
夫
し
た
ら
７
段
が
跳
べ
た
」
な

ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
さ
ら

な
る
環
境
整
備
を
行
い
、
深
い
学
び
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
０

紀
美
野
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の

皆
さ
ま
か
ら
平
成
30
年
度
中
に
４
８
７
件
、

６
，
７
５
０
，
０
０
０
円
の
寄
附
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
頂
戴
し
た
寄
附
金
は
ふ
る
さ

と
の
発
展
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。平

成
30
年
度
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工

事
、
防
災
組
織
訓
練
や
資
機
材
の
購
入
、
創

業
支
援
の
補
助
、
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
、
山

の
家
お
い
し
照
明
整
備
、
地
域
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
整
備
、
町
内
小
中
学
校
の
整
備
等
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
こ
と
に
関
し
ま

し
て
は
、
町
の
Ｈ
Ｐ
上
で
も
掲
載
い
た
し
ま

す
。
今
後
と
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

紀
美
野
町
で
は
、
昨
年
度
よ
り
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業
を
推
進
し
て
お

り
、
本
年
度
に
は
全
小
中
学
校
に
拡
充
さ

れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
肯
定
的
な
意
見
が
大
半
を
占
め
、
積
極
的

に
授
業
に
参
加
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま

す
。そ

の
他
、
「
授
業
が
わ
か
り
や
す
い
」

「
辞
書
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
調
べ
ら
れ

た
」
「
跳
び
箱
の
授
業
で
手
の
つ
く
位
置
を

平成30年度紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金実績
(単位：件) (単位：円)

　 寄附件数 寄附額

1．みんなでつくるまちづくり(協働と交流) 64 936,000

2．住みやすいまちづくり(快適な暮らし) 28 338,000

3．安全・安心なまちづくり(安全・安心な暮らし) 38 494,000

4．福祉の充実したまちづくり(心豊かな暮らし) 57 836,000

5．豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 66 838,000

6．活気のあるまちづくり(活力ある産業) 71 1,029,000

7．特に指定しない事業 163 2,279,000

合　計 487 6,750,000

タブレット端末を活用した授業風景

豊かな教育をめざすまちづくり事業か
ら寄附金を充当し実施した、小学校特
別支援学級に設置された空調設備。

子どもたちへのアンケート結果

生山椒の店頭販売の様子

寺
本
町
長
＆
き
み
ち
ょ
ん

　

紀
美
野
町
産
「
生
山
椒
」
を
Ｐ
Ｒ

京
都
：
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
に
て

平
成
30
年
度

紀
美
野
町
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り

　
　

応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
の
報
告

町
内
全
小
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が

ス
タ
ー
ト
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町
職
員
の
人
事
異
動
（
そ
の
２
）

（　

）
内
は
旧
職
で
す
。

【
主
任
級
】

税
務
課
主
任

　

岡
見　

栄
利
子
（
税
務
課
係
長
）

教
育
課
主
任

　

田
渕　

晋
也
（
企
画
管
財
課
係
長
）

総
務
課
主
任

　

加
納　

智
子
（
総
務
課
係
長
）

建
設
課
主
任

　

新
谷　

浩
一
郎
（
建
設
室
係
長
）

住
民
課
主
任

　

結
城　

伸
伍
（
住
民
課
係
長
）

教
育
課
主
任

　

宮
本　

敦
子
（
教
育
課
係
長
）

住
民
課
主
任

　

坂
本　

由
紀
（
住
民
課
係
長
）

住
民
課
主
任

　

尾
﨑　

久
味
子
（
住
民
課
係
長
）

ま
ち
づ
く
り
課
主
任

　

山
本　

正
起
（
ま
ち
づ
く
り
課
係
長
）

住
民
室
主
任

　

西
野　

忠
男
（
住
民
室
係
長
）

教
育
課
主
任

　

田
渕　

鉄
也
（
建
設
課
係
長
）

神
野
保
育
所
主
任

　

井
上　

寛
子
（
神
野
保
育
所
係
長
）

【
係
長
級
】

水
道
課
係
長

　

別
院　

秀
俊
（
建
設
課
係
長
）

建
設
課
係
長

　

浦
中　

智
史
（
水
道
課
係
長
）

産
業
課
係
長

　

別
所　

未
華
（
住
民
課
係
長
）

警
防
第
１
課
係
長

　

井
上　

純
一
（
警
防
第
２
課
係
長
）

警
防
第
２
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕

　

前
部
屋　

裕
康
（
警
防
第
３
課
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
救
急
隊
長
〕）

警
防
第
２
課
係
長

　

堂
西　

一
男
（
警
防
課
係
長
〔
和
歌
山
広
域

　
　
　
　
　
　
　

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
勤
務
〕）

警
防
第
３
課
係
長

　

西
田　

光
徳
（
警
防
第
１
課
主
査
）

警
防
第
１
課
専
門
員

　

西
谷　

博
明
（
警
防
第
１
課
主
査
）

【
主
査
級
】

警
防
第
１
課
主
査
〔
救
急
隊
長
〕

　

吉
田　

剛
（
警
防
第
３
課
副
主
査
）

警
防
第
３
課
主
査
〔
救
急
隊
長
〕

　

濱
田　

裕
樹
（
警
防
課
主
査
）

【
主
事
級
】

企
画
管
財
課
主
事

　

津
森　

ひ
と
み
（
産
業
課
主
事
）

産
業
課
主
事

　

北
原　

和
紀
（
総
務
課
主
事
）

住
民
室
主
事

　

赤
阪　

奈
緒
（
総
務
課
主
事
）

総
務
課
主
事

　

池
上　

真
登
（
保
健
福
祉
課
主
事
）

警
防
第
２
課
副
主
査

　

小
西　

侑
祐
（
警
防
第
３
課
副
主
査
）

警
防
第
３
課
副
主
査

　

井
本　

宏
史
（
警
防
第
３
課
課
員
）

【
主
事
補
級
】

警
防
第
１
課
課
員

　

松
本　

健
太
（
警
防
第
３
課
課
員
）

警
防
第
２
課
課
員

　

久
保　

拓
巳
（
警
防
第
１
課
課
員
）

警
防
第
２
課
課
員

　

前
久
保　

雄
貴
（
警
防
第
１
課
課
員
）

警
防
第
３
課
課
員

　

樋
瀬　

大
輝
（
警
防
第
２
課
課
員
）

警
防
第
３
課
課
員

　

舟
底　

研
斗
（
警
防
第
２
課
課
員
）

【
派
遣
】

総
務
課
主
事
〔
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
〕

　

大
谷　

亮
介
（
水
道
課
主
事
）

■
日
時

　

６
月
１
日
（
土
）
10
時
～
16
時
30
分

　

６
月
２
日
（
日
）
10
時
～
15
時

■
場
所　

海
南
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
主
催　

海
南
・
海
草
学
校
保
健
会
、

　
　
　
　

海
南
市
教
育
委
員
会
、

　
　
　
　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会
、

　
　
　
　

海
南
歯
科
医
師
会

歯
と
口
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催　

海
南
歯
科
医
師
会
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
展

の
開
催
期
間
中
、
同
会
場
に
お
い
て
海
南
市

や
紀
美
野
町
、
ま
た
そ
の
周
辺
に
お
住
い
の

皆
さ
ま
の
歯
と
口
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
「
歯
と
口
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
歯
・
口
の
無
料
健
診

・
歯
・
口
の
健
康
相
談
（
虫
歯
、
歯
周
病
、

歯
並
び
、
そ
の
他
）

・
無
料
フ
ッ
素
塗
布

・
歯
み
が
き
指
導

・
歯
み
が
き
の
た
め
の
道
具
の
紹
介
と
歯
ブ

ラ
シ
な
ど
の
無
料
配
布

（
※
数
に
限
り
あ
り
）

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
と
口
の
健
康
に
関

す
る
人
形
劇

■
問
い
合
わ
せ　

玉
置
歯
科

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
４
０
４
０

令
和
元
年
度　

歯
・
口
の
健
康
に

関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
な
ら
び

に
歯
・
口
の
健
康
啓
発
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
展
の
お
知
ら
せ

【
紀
美
野
町
消
防
団
】

団　

長　

佐
本　

重
秋

副
団
長　

横
山　

健
司

副
団
長　

木
元　

伸
彦

副
団
長　

德
田　

晋
作

【
各
地
区
の
分
団
長
】

第
１
分
団
長
（
下
佐
々
）　

石
場　

祥
正

第
２
分
団
長
（
動　

木
）　

藤
々
木　

雅
哉

第
３
分
団
長
（
小　

畑
）　

岩
橋　

宣
忠

第
４
分
団
長
（
柴　

目
）　

橋
本　

真
次

第
５
分
団
長
（
長　

谷
）　

唐
妻　

護

第
６
分
団
長
（
平
吉
見
）　

山
本　

真
秀

第
７
分
団
長
（
吉　

野
）　

西
端　

洋
明

第
８
分
団
長
（
福　

井
）　

日
裏　

裕
之

第
９
分
団
長
（
小　

川
）　

今
野　

和
真

第
10
分
団
長
（
志
賀
野
）　

峯　

宏
幸

第
11
分
団
長
（
下
神
野
）　

上
中　

安
広

第
12
分
団
長
（
上
神
野
）　

本
田　

泰
男

第
13
分
団
長
（
国　

吉
）　

中
家　

徹

第
14
分
団
長
（
長
谷
・
毛
原
）　

中
谷　

康
弘

第
15
分
団
長
（
真　

国
）　

中
谷　

恭
育

第
16
分
団
長
（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

秀
夫

令
和
元
年
度　

紀
美
野
町

消
防
団
の
紹
介
（
敬
称
略
）
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ご
み
の
取
り
扱
い
に
変
更
が
あ
り
ま
す
の

で
、
「
ご
み
の
分
別
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
の
修
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
変
更
箇
所
】

19
ペ
ー
ジ「
温
水
器
（
太
陽
熱
・
電
気
）」

の
行
、
「
仕
分
け
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
欄

変
更
前

自
己
搬
入（
家
庭
か
ら
の
も
の
に
限
る
。）

　変
更
後

販
売
店
・
購
入
先
に
相
談

お
手
数
を
お
か
け
し
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
手
書
き
等
に
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
修
正
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
ご
み
の
分

別
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

  

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

農
薬
使
用
者
は
、
農
薬
取
締
法
に
よ
り
次

の
４
つ
の
安
全
を
確
保
す
る
責
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

農
薬
使
用
者
は
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
防
除
計
画
の
策
定
や
適
期
防
除
、
農
薬

ラ
ベ
ル
表
示
事
項
の
遵
守
、
周
辺
食
用
農
作

物
生
産
者
と
の
連
携
・
農
薬
飛
散
低
減
等
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
農
薬
は
、
登
録
に
際
し
て
毒
性
評

価
を
行
い
、
人
畜
な
ど
へ
の
害
が
な
い
範
囲

を
作
物
残
留
な
ど
の
基
準
と
し
て
定
め
、
こ

の
基
準
を
超
え
な
い
た
め
に
次
の
よ
う
な
使

用
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
そ
の
農
薬
に
適
用
が
な
い
作
物
へ
は
使
用

し
な
い
こ
と

②
定
め
ら
れ
た
使
用
量
又
は
濃
度
を
超
え
て

使
用
し
な
い
こ
と

③
定
め
ら
れ
た
使
用
時
期
を
守
る
こ
と

④
定
め
ら
れ
た
総
使
用
回
数
以
内
で
使
用
す

る
こ
と

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
こ
の
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
紀
美
野
町
の
人
権
擁
護

委
員
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
電
話
で
も
お

受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
５
日(

水)

10
時
～
15
時

■
場
所

紀
美
野
町
中
央
公
民
館

（
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
２
０)

地
域
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー

〔
役
場
美
里
支
所
横
〕

（
℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
３
）

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

１
．
使
用
す
る
人
の
安
全

２
．
農
作
物
に
対
す
る
安
全

３
．
農
産
物
に
対
す
る
安
全

４
．
環
境
に
対
す
る
安
全

セ
ト
モ
ノ
、
ガ
ラ
ス
等
に
つ
い
て
は
、
指

定
ご
み
袋
「
そ
の
他
不
燃
ご
み
専
用
袋
」

（
ピ
ン
ク
色
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

割
れ
て
い
て
も
危
険
が
な
い
場
合
は
、
新

聞
紙
に
包
ま
ず
そ
の
ま
ま
袋
へ
入
れ
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
聞
紙
に
包
ま
れ
て

い
る
と
分
別
作
業
に
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

こ
の
使
用
方
法
を
適
切
に
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
安
全
が
担
保
さ
れ
ま
す
の
で
、
農
薬

取
締
法
で
は
、
農
薬
の
使
用
基
準
の
厳
守
は

義
務
化
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
は
罰
則
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

ご
み
の
分
別
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
修
正
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
・
募
集

農
薬
の
安
全
・
適
正
な
使
用
に
つ
い
て

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

ゴ
ミ
の
出
し
方

セ
ト
モ
ノ
、
ガ
ラ
ス
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て  
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令
和
元
年
10
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
低
所
得
者
の
第
１
号
保
険
料
軽
減

強
化
を
行
う
た
め
65
歳
以
上
の
方
の
第
１
段

階
、
第
２
段
階
、
第
３
段
階
ま
で
の
介
護
保

険
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

税
務
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

令
和
元
年
10
月
か
ら
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
分
を
活
用
し
、
公
的
年
金
等
の
収

入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受

給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
年
金
事
務
所
ま

た
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
要
件

・
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
方

・
請
求
す
る
方
の
世
帯
全
員
の
市
町
村
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
方

・
前
年
度
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得

額
の
合
計
が
８
７
９
，
３
０
０
円
以
下
の

方
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
要
件

・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
度
所
得
が
「
４
，
６
２
１
，
０
０
０

円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
」
以
下
の

方
遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
要
件

・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
度
所
得
が
「
４
，
６
２
１
，
０
０
０

円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
」
以
下
の

方
■
手
続
き
の
流
れ

①
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

②
請
求
書
を
記
入
し
年
金
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

③
審
査
結
果
通
知
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
届

き
ま
す
。

④
お
支
払
い
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

振
込
通
知
書
が
到
着
し
ま
す
。

⑤
通
知
書
に
記
載
の
あ
る
給
付
額
が
年
金
に

上
乗
せ
支
給
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

℡ 

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
軽
減
措
置
が
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す

る
均
等
割
額
（
４
５
，
８
１
２
円
）
と
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額

（
８
． ８
０
％
）
の
合
計
額
で
す
。
世
帯
の
所

得
が
低
い
方
に
対
し
て
は
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
均
等
割
額

の
軽
減
措
置
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
均
等
割
額
の
５
割
軽
減
、
２
割
軽

減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
令
和
元
年
度

保
険
料
額
の
通
知
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
係
）

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

年度
低所得者

均等割軽減
元被扶養者
均等割軽減

平成30年度 ９割軽減 ５割軽減

令和元年度 ８割軽減
５割軽減

（資格取得後
２年間）

◎令和元年度の段階別保険料（年額）

段階 対象者
保険料

改正前 改正後

第１段階

・生活保護の受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税
・住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋
　合計所得金額が８０万円以下

36,612円 30,510円

第２段階
・住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋
　合計所得金額が８０万円超、１２０万円以下

61,020円 50,850円

第３段階
・住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋
　合計所得金額が１２０万円超

61,020円 58,986円

介
護
保
険
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ

い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
軽

減
措
置
が
変
更
さ
れ
ま
す
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２
０
１
９
年
度
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】　

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　
(

１
歳
児
～
）

■
き
み
の
こ
ど
も
園

６
月
10
日
（
月
）
・
24
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所

６
月
５
日
（
水
）
・
19
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９ 

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内 

 

■
コ
ア
ラ
教
室
【
６
月
５
日
（
水
）
】

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
６
月
19
日
（
水
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

・
場
所　

神
野
保
育
所

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
６
月
10
日
（
月
）
実
施　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～　
　

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
６
月
18
日
（
火
）
実
施

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～ 

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。 

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　
　
　
　
　

５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
健
診
結
果
を
説

明
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
今

後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
改
善
に
つ
い
て
等
の
相
談
も
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

★
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体
脂

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
行
い
ま
す
。

★
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。

巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直
接
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
も

電
話
相
談
は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
相

談
窓
口
（
巡
回
相
談
予
約
先
）
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
「
ら
ん
」

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
６
月
の
日
程
）
】

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ
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屋 

内 

禁 

煙 　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

事
務
所
、
工
場
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
飲
食

店
な
ど

※
た
だ
し
、
喫
煙
を
認
め
る
場
合
は
、
喫
煙

専
用
室
な
ど
の
設
置
が
必
要
で
す
。

★
た
ば
こ
を
吸
う
方
へ

　

喫
煙
場
所
以
外
で
は
、
禁
煙
を
！
屋
外
や

家
庭
な
ど
、
喫
煙
が
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い

場
所
で
も
配
慮
が
必
要
で
す
。
マ
ナ
ー
か

ら
ル
ー
ル
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

★
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
方
へ

　

受
動
喫
煙
の
リ
ス
ク
を
知
り
、
あ
な
た
の

健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　
　
　

５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間

健
康
増
進
法
改
正
で
受
動
喫
煙
対
策
が
強
化

さ
れ
ま
す

受
動
喫
煙
と
は
、
他
人
の
喫
煙
に
よ
り
た

ば
こ
か
ら
発
生
し
た
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
受
動
喫
煙
に
よ
り
、
が
ん
や
呼
吸
器

の
病
気
な
ど
の
健
康
被
害
が
起
こ
る
た
め
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
施
設
は
、
一
定

の
場
所
を
除
き
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
、
施
設
の

種
類
に
よ
り
、
喫
煙
で
き
る
場
所
が
決
め
ら

れ
ま
す
。

喫
煙
で
き
る
場
所
・
喫
煙
で
き
な
い
場
所

を
知
り
、
受
動
喫
煙
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

 

敷
地
内
禁
煙 　

令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら

学
校
・
児
童
福
祉
施
設
、
病
院
・
診
療

所
、
行
政
機
関
の
庁
舎
な
ど

※
た
だ
し
、
屋
外
で
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
が
と
ら
れ
た
場
所

に
、
喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を
把

握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
（
児
童
の
監
護
や
保
護
、

生
計
同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提

出
が
な
い
場
合
に
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
対
象
の
方
に
は
、
５
月
末
日
に
「
現
況

届
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
令
和

元
年
６
月
１
日
（
土
）
か
ら
30
日
（
日
）

ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

６月10日（月）
６月24日（月）

９時30分～10時30分(受付)
性感染症検査
肝炎ウイルス検査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎 等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取りにお越しください。)
・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師が相談に
応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

６月12日（水）　
６月26日（水）　　

13時30分～

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。（予約制）
６月10日（月）
６月24日（月）　
　　10時30分～11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）
エ イ ズ 即 日 検 査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制）６月24日（月）　17時～19時

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡０７３‐４８２‐０６００

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

【
受
動
喫
煙
対
策
】
に
つ
い
て

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
受
け

る
に
は
「
現
況
届
」
が
必
要
で
す

自分のために、家族
のために、まわりの
人のために、禁煙に
チャレンジしません
か？

主流煙

呼出煙
副流煙
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

本
大
会
は
、
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
和
歌

山
県
大
会
の
予
選
と
し
て
開
催
さ
れ
、

海
南
市
、
紀
美
野
町
内
の
９
中
学
校

各
代
表
生
徒
に
よ
る
発
表
に
も
力
が
入

り
、
大
変
盛
り
上
が
る
大
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

発
表
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
紀
美
野
町
立
野
上
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
も
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時　

６
月
16
日
（
日
）
14
時
～

　
（
生
徒
発
表
は
14
時
30
分
頃
～
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

海
草
地
方
青
少
年
育
成
推
進
員
等
連

絡
協
議
会

海
草
地
方
子
ど
も
会
連
絡
会

■
問
い
合
わ
せ

海
草
振
興
局
地
域
振
興
部

総
務
県
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
３
５
３

①
「
い
ろ
ん
な
月
面
が
撮
れ
る
カ
フ
ェ
」

■
内
容　

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
望
遠
鏡

を
使
っ
て
大
き
く
月
を
撮
影
で
き
ま
す
。

■
日
時　

６
月
８
日
（
土
）

②
「
す
ご
い
天
の
川
が
見
え
る
カ
フ
ェ
」

■
内
容　

お
待
ち
か
ね
の
夏
の
天
の
川
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

■
日
時　

６
月
29
日
（
土
）　　
　
　

※
右
記
①
、
②
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
、

・
カ
フ
ェ
営
業　

■
時
間　

18
時
～
22
時
頃
ま
で

（
出
店
業
者
の
都
合
・
天
候
に
よ
り
カ
フ
ェ
は
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

・
夜
の
観
望
会

■
時
間　

19
時
30
分
～
20
時
30
分
（
１
回
目
）

　
　
　
　

20
時
30
分
～
21
時
30
分
（
２
回
目
）

※
カ
フ
ェ
・
観
望
会
参
加　

有
料

お
好
き
な
お
飲
み
物
を
楽
し
み
な
が
ら
観
望
会
に

参
加
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で

気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

■
期
間　

６
月
10
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

天
文
台
施
設
の
補
修
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
た

め
終
日
休
館
と
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

吉
見
児
童
館

■
講
師　

鈴
木
ふ
さ
子
さ
ん

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
す
い
と
う

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
対
象　

小
学
１
年
生
～
６
年
生
及
び
保
護
者

※
先
着
10
人
ま
で

■
そ
の
他　

自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
考
え
て
き
て

ね
。
で
き
上
が
っ
た
作
品
は
約
１
か
月
後
に
お
渡

し
す
る
予
定
で
す
。

■
申
し
込
み　

６
月
11
日
（
火
）
ま
で
に
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

教育委員会
　教育課生涯学習係

℡ 073‐489‐5915

　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368

「
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
９
」
海
草
地
方
大
会 

開
催

天
文
台
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

み
さ
と
天
文
台
休
館
の
お
知
ら
せ

じ
ど
う
か
ん
陶
芸
教
室　

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
く
ら
い
の
お
お
き
さ
の

粘
土
で
好
き
な
も
の
を
作
っ
て
み
よ
う
」
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歌　

の　

小　

道

桜
祭
り
嫁
の
配
慮
の
有
難
し

　
　
　
　

雨
山
の
里
ひ
と
日
満ま
ん
き
つ喫　

　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

過か

そ疎
の
地
に
移
住
な
し
く
る
家
族
あ
り

　
　
　
　

な
ぜ
か
ほ
の
ぼ
の
希
望
の
光　
　
　

森
下　

玉
子

オ
バ
サ
マ
の
列
に
は
ま
り
て
玉
ね
ぎ
を

　
　
　
　

袋
い
っ
ぱ
い
つ
め
放
題
に　
　
　
　

橋
本　

吉
信

白
き
土ど
べ
い塀

に
桜
の
花
影
揺
れ
て
お
り

　
　
　
　

こ
の
道
通
る
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ　

上
中
前
澄
子

駆
け
抜
け
た
桜
の
季
節
惜
し
む
か
に

　
　
　
　

未い
ま

だ
浮
か
れ
て
花
見
の
宴

う
た
げ　

　
　
　

寺
岡　

幸
子

平
成
は
哀
し
み
夛お
お

し
被
災
地
の

　
　
　
　

令
和
よ
ど
う
ぞ
平
穏
で
あ
れ　
　
　

小
根
田
牧
子

聞
香
の
ご
と
く
新
茶
を
楽
し
め
り　
　
　
　
　

原　
　

和
代

値
の
わ
り
に
嵩か

さ

の
小
さ
き
種
袋　
　
　
　
　
　

前　
　
　

廣

母
の
日
の
妻
に
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク
抜
く　
　
　

馬
谷
富
貴
子

春
雨
や
聞
く
と
も
な
し
に
聞
く
話　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

も
し
か
し
て
太
古
に
続
く
蟻
の
道　
　
　
　
　

田
代　

哲
郎

耳
た
ぶ
に
か
ゆ
み
を
残
し
初
蚊
か
な　
　
　
　

山
本　

隆
之

聞
香
（
ぶ
ん
こ
う
）
と
は
香
を
か
ぎ
分
け
る
こ
と
。

今
年
摘
ん
だ
新
芽
で
製
し
た
茶
な
れ
ば
こ
そ
、
先
ず

香
り
を
味
わ
う
の
で
あ
る
。
（
裕
任
）

○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

５
日　

お
り
が
み
あ
そ
び

12
日　

か
ん
た
ん
工
作

19
日　

ス
ラ
イ
ム
つ
く
り

26
日 

「
ど
う
し
て
む
し
ば
に
な
る
の
？
」

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

お
は
な
し
会

12
日 

「
ど
う
し
て
む
し
ば
に
な
る
の
？
」

19
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
よ
う

26
日　

七
夕
か
ざ
り

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
っ
た
よ
！

５
月
８
日
に
、
中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い

ル
ー
ム
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
し
ま

し
た
。
母
の
日
に
向
け
て
、
み
ん
な
一
生

懸
命
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
！ ふ

れ
あ
い
ル
ー
ム

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～（
敬
称
略
）

【
２
０
０
冊
】

　

徳
田　

有ゆ

り

い
梨
衣　

（
下
神
野
小
学
校
４
年
）

【
７
０
０
冊
】

　

豊
島　

琉る

か可　

（
野
上
小
学
校
３
年
）

【
９
０
０
冊
】

　

桑
山　

み
の
り　

（
野
上
小
学
校
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
検
事
の
信
義
」　
　
　
　

  

柚
月
裕
子　

著

「
シ
ー
ソ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎　

著

「
妻
の
ト
リ
セ
ツ
」　
　

  

黒
川
伊
保
子　

著

「
魔
法
の
ヨ
ガ
」　
　
　

Ｂ
‐
ｌ
ｉ
ｆ
ｅ　

著

「
あ
れ
あ
れ
あ
れ
れ
」　

つ
ち
だ
の
ぶ
こ　

作

「
ブ
ラ
ン
の
茶
色
い
耳
」　

  

八
束
澄
子　

作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
そ
れ
で
も
空
は
青
い
」　

     

荻
原
浩　

著

「
猫
の
お
告
げ
は
樹
の
下
で
」青

山
美
智
子　

著

「
草
々
不
一
」　
　
　
　

  
朝
井
ま
か
て　

著

「
も
～
っ
と
ず
ぼ
ら
ヨ
ガ
」  
崎
田
ミ
ナ　

著

「
ね
こ
は
ち
と
き
ん
と
っ
と
」

寺
島
ゆ
か　

作

「
さ
と
う
く
ん
と
す
ず
き
く
ん
」

山
口
け
い
子　

作

図
書
室
だ
よ
り

紀
美
野
町
共
育
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ほ
ん
の
森
」
の
活
動
と
し
て

折
り
紙
教
室
を
行
い
ま
す
。

和
歌
山
お
り
が
み
の
会
の

宮
土
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
、
楽
し
く
折
り
紙
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
時　

６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

２
階
和
室

■
講
師　

宮
土
恵
子

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

 

谷
口

℡ 

０
９
０
‐
８
９
３
７
‐
１

４
０
２

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

「
折
り
紙
教
室
」
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■
日
時　

７
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

み
さ
と
ホ
ー
ル

■
出
演　

岩
谷
幸
子
、
小
江
保
子
、

　
　
　
　

北
村
捺
葵
、
北
岡
真
美
、

　
　
　
　

船
本
真
依
子

■
入
場
料
（
全
席
自
由
）

一
般
（
中
学
生
以
上
）

１
，
０
０
０
円

小
学
生
ま
で
５
０
０
円　

３
歳
以
下
無
料
（
未
就
学
児
歓
迎
）

■
販
売
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

（
１
６
９
２
）
霜し

も
つ
き月

23
日
の
日
付
が
あ
り
ま

す
。
開
い
て
み
る
と
虫
食
い
で
読
め
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
に
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。

（
前
略
）

１　

中
竹　

名
村
藪　

た
つ
十
弐
間

よ
こ
は
十
三
間　

加
右
衛
門

１　

小
竹　

や
な
ぎ
さ
こ
藪　

た
つ
三
間

よ
こ
弐
間　
　
　
　
　

半
介

１　

小
竹　

古
屋
藪　

た
つ
八
間

 

よ
こ
七
間　
　
　

利
左
衛
門

１　

小
竹　

熊
高
藪　

四
万
十
弐
間佐

次
兵
衛

１　

中
竹　

南
藪　

た
つ
十
弐
間

よ
こ
十
間　
　
　
　

久
二
郎

１　

小
竹　

サ
ヽ
ノ
セ
藪 

た
つ
八
間

よ
こ
五
間　
　
　

甚
左
衛
門

（
後
略
）

　

と
ま
あ
こ
う
ゆ
う
調
子
で
、
毛
原
上
村
の

竹
藪
合
計
10
ヶ
所
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
て
こ
れ
は
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

か
、
竹
藪
を
調
べ
て
面
積
ま
で
計
算
し
た
と

思
わ
れ
る
こ
の
資
料
は
一
体
何
に
使
わ
れ
た

の
か
、
皆
目
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
思
い
出

し
て
は
時
々
「
藪
帳
…
や
ぶ
ち
ょ
う
…
ヤ
ブ

チ
ョ
ウ
…
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
る
う
ち
に
、

ふ
と
こ
れ
は
課
税
台
帳
で
は
な
い
か
と
思
い

つ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
竹
藪
に
税
金
？
ま
さ
か
、
半
信

半
疑
で
事
典
を
調
べ
る
と
、
あ
っ
た
あ
っ
た

先
日
、
毛
原
上
地
区
の
肝
煎
り
持
ち
回
り

の
黒
箱
を
調
べ
て
い
た
ら
、
「
藪
帳
」
と
書

か
れ
た
ボ
ロ
ボ
ロ
の
文も
ん
じ
ょ書
が
出
て
き
ま
し

た
。
八
頁
の
和わ

と綴
じ
の
も
の
で
、
元げ

ん
ろ
く禄

五
年

「
藪
年
貢
」
と
い
う
言
葉
、
い
わ
く

「
竹
藪
に
課
せ
ら
れ
た
税
。
幕
府
領
で
は

延え
ん
き
ょ
う
享
２
年
（
１
７
４
５
）
か
ら
課
税
が
始

ま
っ
た
・
・
・
関
西
で
は
現
物
の
竹
を
納
め

さ
せ
る
所
も
あ
っ
た
…
云う
ん
ぬ
ん々

」

と
な
る
と
幕
府
領
で
の
課
税
が
始
ま
る
50

年
以
上
前
に
す
で
に
こ
の
「
藪
帳
」
が
作
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
わ
が
高
野

山
領
も
な
か
な
か
す
ば
し
こ
い
で
す
ね
。
課

税
対
象
と
な
る
と
当
然
管
理
も
厳
し
い
わ
け

で
、
そ
の
後
『
高
野
山
文
書
』
の
中
に
そ
の

一
端
を
う
か
が
わ
せ
る
記
録
を
発
見
し
ま
し

た
。
今
か
ら
３
９
０
年
前
の
も
の
で
す
。
一

部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

上
古
佐
布
村
竹
科
料
之
事
書

１　

ヌ
ス
ミ
竹
、
合
五
千
四
百
四
十
六
本

他
、
法
度
ハ
壱
本
ニ
付
壱
斗
ツ
、
ナ
リ
ト
イ

ヘ
ト
モ
、
米
五
十
五
石
者
、
急
度
出
可
申
候

事
（
中
略
）

右
分
十
月
廿
日
已
前
ニ
相
済
可
申
候
、
自
然

於
無
沙
汰
者
催
促
可
付
候
、
已
上

　

慶け
い
ち
ょ
う長

十
六
年
九
月
廿
四
日

中
院
竹
與
中

　
　

上
古
佐
布
百
姓
中

森
下　

誠 

著

　

「
美
里
む
か
し
が
た
り
」
か
ら

（
来
月
号
に
つ
づ
く
）

― わが町サークル ―

「 美 里 バ レ ー ボ ー ル ク ラ ブ 」
スポーツ少年団、全日本予選などの大会が続く中、和歌

山県大会出場を目指し、仲間たちと日々、練習に励んでい
ます。バレーボールを通して喜びや悔しさを経験し、心身
ともに成長しています。美里バレーボールクラブでは随時
新入部員を募集していますので、興味のある方はぜひ見学
に来てください。
■活動場所　野上小学校体育館
■活動日時　毎週火・水・金曜日
　　　　　　16時～18時（主に）
■監督　堂西孝俊　
■コーチ　坂本雅律

た
な
ば
た
コ
ン
サ
ー
ト

 
親
子
で
楽
し
む
Ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
＆
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

 

そ
の
百
五
十
二

ヤ
ブ
か
ら
税
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  学校だより
　『豆豆豆～ウスイエンドウの皮をむいたよ』

紀美野町立野上小学校

「いっぱい入っている！」
「きれいにむけたよ！」
ランチルームに、子どもた

ちの声が響きます。
４月 25 日に、入学したば

かりの１年生の皆さんが、給
食で使うサヤエンドウの皮む
きをしました。むいた豆は、26 日の給食の豆ご飯の
食材として使います。自分たちのむいた豆が給食で使
われるので、子どもたちもやる気満々です。

小さな手で一所懸命。ころころと転がる豆も追いか
けて、一粒一粒を大切に取り出しました。

そして翌日の給食の時間。
「今日の給食の豆ご飯の豆は、１年生が皮むきをし

てくれました。」
給食委員さんが、校内放送で連絡をします。
そして、昨日むいた豆が給食に出ると、みんな美味

しそうに食べていました。みんな笑顔の給食の時間で
した。

  天文台だより
　『盛況の10連休！』

研究員　硲間拓郎

元号が変わる際の行事に伴い、国民の祝日が入り出
来上がった 10 連休。前半はお天気が優れず、後半に
は晴れが続いてくれた形になりましたね。

星空ツアー参加者が一番多かった５月３日で、240
人の方がいらっしゃいました。カフェのフードメ
ニューも開店早々売り切れになる盛況ぶりでした！

望遠鏡も大小様々なサイズのものが多数出動し、
深
しんうちゅう

宇宙を楽しんでいただきました。最終日の水瓶座流
星群が曇りで楽しんでいただけなかったのが残念でし
たが、たくさんのお客さまに星空を見てもらう事がで
き良かったです。

10日間の星空ツアー参加人数は合計843人となり、
さすが 10 連休という結果になりました。

暫くは梅雨の時期が続きますが、また梅雨が明けた
際はぜひご参加ください。

５
月
12
日
（
日
）
に
、
参
加
者

45
人
、
ス
タ
ッ
フ
19
人
の
総
勢

64
人
に
て
、
御
坊
市
内
の
熊
野
古

道
、
約
12
㎞
を
行
く
ハ
イ
キ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天

気
も
良
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
古
の
雰

囲
気
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
行

わ
れ
、
各
地
区
に
た
く
さ
ん
の
花

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

植
え
ら
れ
た
花
々
は
、
こ
れ
か

ら
成
長
し
て
、
町
内
に
美
し
い
風

景
が
広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
訂
正
と
お
詫
び
）

前
月
号
の
図
書
室
だ
よ
り
～

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
に
お
い

て
、
中
谷
颯
風
（
き
み
の
こ

ど
も
園
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
中
谷
颯
良
（
３
歳
児
）
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
る

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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６
月
２
日
（
日
）
～
８
日
（
土
）
は
危
険

物
安
全
週
間
で
す
。

　
危
険
物
に
関
す
る
知
識
を
深
め
よ
う

身
近
に
あ
る
危
険
物
の
危
険
性
や
、
正
し

い
使
用
、
保
管
方
法
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
自
宅
で
の
ガ
ソ
リ
ン
の

保
管
は
危
険
性
が
高
い
為
、
で
き
る
限
り
行

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
ガ

ソ
リ
ン
を
保
管
す
る
場
合
に
は
、
次
の
注
意

点
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ガ
ソ
リ
ン
を
取
り
扱
う
時
の
注
意
点

・
火
気
の
あ
る
場
所
で
の
使
用
、
保
管
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

ガ
ソ
リ
ン
は
非
常
に
揮
発
し
や
す
く
、

使
用
す
る
際
に
は
可
燃
性
の
蒸
気
が
発
生

し
、
近
く
に
火
気
が
あ
る
と
簡
単
に
引
火

す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

・
給
油
の
際
は
発
電
機
な
ど
の
機
器
を
停
止

し
ま
し
ょ
う
。

発
電
機
、
草
刈
り
機
な
ど
の
機
器
に
燃

料
を
入
れ
る
際
は
、
機
器
を
必
ず
停
止
し

て
く
だ
さ
い
。
使
用
中
に
給
油
す
る
と
、

引
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
換
気
の
良
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
は
空
気
よ
り
重
い
た

め
、
低
い
位
置
に
溜
ま
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ

ン
の
蒸
気
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
換
気
の
良

い
場
所
に
保
管
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
冷
暗
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
容
器
を
気
温
の
高

い
場
所
に
置
い
て
い
る
と
、
容
器
内
の
圧

力
が
高
ま
り
、
ふ
た
を
開
け
た
際
に
噴
き

出
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
を
入

れ
た
容
器
は
冷
暗
所
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

・
試
験
基
準
に
適
合
す
る

携
行
缶
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
落
下
試
験
な

ど
消
防
法
令
で
定
め

ら
れ
た
試
験
に
合
格
し

た
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
に

は
、
マ
ー
ク
が
付
さ
れ

て
い
る
の
で
、
基
準
に

適
合
す
る
携
行
缶
を
購

入
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
く
だ
さ

い
。

・
消
防
法
令
に
適
合
し
た
容
器
で
ガ
ソ
リ
ン

を
保
管
す
る
場
合
で
も
、
消
防
法
令
に
よ

り
、
合
計
40
リ
ッ
ト
ル
以
上
を
保
管
す
る

場
合
は
、
建
物
の
大
幅
な
改
修
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
般
家
庭

で
は
40
リ
ッ
ト
ル
未
満
で
保
管
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

６
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み   

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

熱
中
症
は
正
し
い
予
防
方
法
を
知
り
、
気

を
つ
け
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
暑
さ
に
負
け
な
い
体

づ
く
り
を
続
け
ま

し
ょ
う
。

日
常
的
に
適
度
な

運
動
を
お
こ
な
い
、

適
切
な
食
事
、
十
分

な
睡
眠
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

②
日
々
の
生
活
の
中
で
暑
さ
に
対
す
る
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者
の
方
は
、

体
温
の
調
節
機
能
が
落
ち
て
く
る
た
め
暑

さ
を
自
覚
し
に
く
く
、
熱
を
逃
が
す
体
の

反
応
や
暑
さ
対
策
の
行
動
が
遅
れ
が
ち
で

す
。適

度
な
空
調
で
室
内
の
温
度
を
快
適
に

維
持
し
た
り
、
衣
服
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
熱
中
症
の
危
険
を
避
け
や
す
く
な
り

ま
す
。

③
炎
天
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
、
空
調
設
備
の

整
っ
て
い
な
い
環
境
で
の
作
業
な
ど
で

は
、
適
度
な
水
分
と
塩
分
の
補
給
を
お
こ

な
い
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
高
齢
者
の
方
は
脱
水
症
状
に
な
り
や
す

く
、
自
分
で
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
に
気
づ

き
に
く
い
う
え
、
体
調
の
変
化
も
我
慢
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り
の
人

が
体
調
を
こ
ま
め
に
気
に
か
け
、
予
防
対

策
を
促
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

４月の消防の動き
●火災発生件数…１件
【事故種別搬送人員】

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 21 21

一 般 負 傷 ７ ７

交 通 事 故 １ 　 １ 　

そ の 他 ７ ７

合 計 36 36

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

７
月
７
日
（
日
）
で
す

危
険
物
安
全
週
間

救
急
コ
ー
ナ
ー
『
熱
中
症
』

温められた携行缶からガソリンが噴
き出す様子
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紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　8,827人（－23） ［男4,078人（－12） 女4,749人（－11）］
【2019年４月末現在】 世帯数　4,250世帯（－ 9 ）　面積　128.34㎢
４月の人口の動き（2019年 ４ 月 1 日～30日）　転入10人　　転出22人　　出生１人　　死亡12人

■
申
込
書
配
布
開
始
日

　

６
月
21
日
（
金
）
予
定

■
申
込
受
付

　

７
月
１
日
（
月
）
～
８
月
13
日
（
火
）

■
試
験
日

　

第
１
次
試
験
日　

９
月
22
日
（
日
）

　

第
２
次
試
験
日　

10
月
下
旬
ご
ろ

　

第
３
次
試
験
日　

11
月
中
旬
ご
ろ

■
募
集
区
分
・
資
格

【
警
察
官
Ａ
（
男
・
女
）
】

・
33
歳
未
満

　

（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
）

・
大
学
卒
業
者

　

（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
も
含
む
）

【
警
察
官
Ｂ
（
男
・
女
）
】

・
18
歳
以
上
33
歳
未
満

　

（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
）

・
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
方

詳
し
く
は
海
南
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

海
南
警
察
署
警
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

法
務
省
で
は
、
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在

に
お
け
る
全
国
の
不
法
残
留
者
数
を
昨
年
か

ら
約
７
，
７
０
０
人
増
加
の
７
４
，
１
６
７

人
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
法
入
国
者
等

を
含
め
た
不
法
滞
在
者
は
、
県
内
に
も
相
当

数
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

不
法
滞
在
す
る
外
国
人
の
中
に
は
、
他
の

犯
罪
に
手
を
染
め
る
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、

警
察
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

不
法
滞
在
者
の
摘
発
や
、
不
法
滞
在
者
を
雇

用
す
る
悪
質
な
事
業
主
等
の
取
締
り
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

「
学
校
へ
行
か
ず
に
働
い
て
い
る
外
国
人

留
学
生
が
い
る
」
、
「
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
の

外
国
人
に
関
す
る
話
を
聞
い
た
」
な
ど
「
不

法
就
労
・
不
法
滞
在
し
て
い
る
の
で
は
？
」

と
思
っ
た
ら
、
ど
ん
な
情
報
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
警
察
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察

署
、
交
番
、
駐
在
所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

海
南
警
察
署

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

日　 時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）
９日（日） 11時 ～ 犬・猫の飼い方講習会【20日（木）・30日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500
14日（金） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912
20日（木） 13時 ～ 行政相談【～ 15時】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

その他　行事のおしらせその他　行事のおしらせその他　行事のおしらせ ６月

警
察
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
か
ら
不
法
滞
在
者
を
な
く
そ
う

６
月
は
「
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防

止
の
た
め
の
強
化
月
間
」
で
す

海
南
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います
地震などの災害に備え、全国一斉に防災行政無線を使用した情報伝達訓練が行われま

す。災害の発生時には、自らの身は自らで守るという「自助」の考え方に基づいて「い
のち」を守る行動が大切です。町民の皆さまも放送にあわせ、ご家庭や職場でシェイク
アウト訓練(姿勢を低くし、体・頭を守り、揺れが収まるまでじっとしている訓練)や避
難グッズを確認するなど、訓練に参加しましょう。
※今回の訓練では、訓練会場や避難所は、開設しません。

【日時】６月18日（火）午前10時頃「訓練放送」を行います。
訓練放送を合図に各自でシェイクアウト訓練などを行ってください。
(例)・姿勢を低くし、体・頭を守り、揺れが収まるまでじっとしている。
     ・転倒しそうな家具などの確認を行う。　・安全に屋外に脱出できるかルートの確認を行う。
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生石高原の山開きが４月 29 日
に行われ、家族連れ約５００人の
人出でにぎわいました。11 時から

式典があり、今年は石田真敏総務大臣も出席。登山客の安全を祈願する神事が行われました。
式典の後、生石高原観光協会会長（寺本町長）ら関係者と町のイメージキャラクター「きみちょん」
がテープカットを行い、登山シーズンの到来をお
祝いしました。
また、午後からはイベントとして、太鼓の演奏

や恒例の景品付きもち投げが行われ、行楽に訪れ
た家族連れはもちを拾ったり、新緑の高原でお弁
当を食べたりなどして楽しんでいました。
年間約６万人が訪れる生石高原は、これからハ

イキングやキャンプ、そして、秋のススキの名所
として、県内外から多くの観光客でにぎわいます。

家族連れでにぎわう
　　　生石高原山開き
家族連れでにぎわう家 連 に う

登山シーズン開幕登山シーズン開幕

斜面で遊ぶ子どもたち

フリーダイヤル

紀美野町防災無線の放送内容を
下記のフリーダイヤルで確認することができま
す。

防災行政無線電話対応システム
0 1 2 0 - 2 4 3 0 - 9 9

広　告


